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東

西

南

北

観察地：
とちぎけん もてぎまち

栃木県・茂木町
北緯 36.5°
東経 140.2°

東

南

西

北

11 月 10 日の星空
　（東経 140°に修正）

ねむろ

午後 9 時の星空は、東経 145°の根室・
もてぎ あかし おきなわ

140°の茂木・135°の明石・130°の沖縄で、
それぞれ少しちがいがあります。
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11 月 10 日

午後９時
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東

西

南

11 月 10 日 午後 9 時の星空

← 北極星

21 時 00 分　栃木県・茂木町　9.0℃　湿度 90％
Sky Quality Meter-L で測定（数値が大きいほど暗い）

■　星空の暗さ

天頂：20.50　　　（ mag/arcsec ）
南    ：20.05
西    ：20.04
北    ：20.36
東    ：20.40

シグマ 8mm F4
EOS-5D Ⅱ　30 秒　ISO:6400

■　南の星空
なんちゅう

「うお座」が南中しています。

■　西の星空

■　北の星空
ほっきょくせい

北極星が見えます。
カシオペヤ座が上に見えます。

■　東の星空

2

魚眼レンズで写した星空全体

「おうし座」が見えます。
火星が見えます。

のぼ

オリオン座が昇ってきました。

せいざ はやみばん

星座早見板と見く
らべてみましょう。

とちぎ もてぎ まち

栃木県 茂木町

北0°

90°

180°

270°

やぎ座

← ベガ

デネブ →

アルタイル →

カシオペヤ座

↑ 

木
星

↑ 

土
星

みずがめ座

うお座

夏の大三角のアルタイル・ベガ・
デネブが見えます。

おひつじ座

おうし座

← カペラ

↑ 

火
星



西

北

星座早見板で見た 11 月 10 日 午後 9 時の星空　南・西・北・東　（東経 140°に修正）

東経 140°に修正：
午後 9 時は 135°の時刻なので、

140°の星空は、早見板の午後 9 時 20 分の星空です。

東

南

★は 1 等星です。



11 月の南の星空

南
180°

2022 年 11 月 10 日 午後 9 時
とちぎ もてぎ まち

栃木県・茂木町
フォーマルハウトは 1 等星です。
木星と土星は惑星です。星座の間を動いていきます。

うお座

みずがめ座

フォーマルハウト →

ペガスス座

やぎ座

↑ 

木
星

土
星 

↓

おひつじ座
おうし座

みなみのうお座

くじら座

ちょうこくしつ座

ろ座

エリダヌス座



西

11 月の西の星空

やぎ座

270°アルタイル・ベガ・デネブは 1 等星です。
2022 年 11 月 10 日 午後 9 時
とちぎ もてぎ まち

栃木県・茂木町

← ベガ

アルタイル →

← デネブ

↑ 

木
星

↑ 

土
星

わし座

こと座

はくちょう座

ペガスス座

みずがめ座

うお座

りゅう座

ケフェウス座

とかげ座

いるか座
こぎつね座

や座

こうま座



← 北極星

11月の 北 の星空

北

こぐま座

ベガ →

0°

カシオペヤ座

2022 年 11 月 10 日 午後 9 時
とちぎ もてぎ まち

栃木県・茂木町
こぐま座の北極星は 2 等星です。
デネブ・ベガは 1 等星です。

アンドロメダ銀河 →

ペルセウス座

← デネブ

← カペラ

すばる →

ぎょしゃ座

ケフェウス座

とかげ座

りゅう座

こと座
きりん座

火
星 

↓



11 月の東の星空

東 2022 年 11 月 10 日 午後 9 時
とちぎ もてぎ まち

栃木県・茂木町90°

← すばる

カペラ →
おうし座

おひつじ座

ベテルギウス →

ぎょしゃ座

ペルセウス座

くじら座

← アルデバラン

オリオン座

← リゲル

アルデバラン・カペラ・ベテルギウス・リゲルは
1 等星です。

エリダヌス座

さんかく座

火
星 

↓



こうせい

11 月の星空　恒星

東

とちぎ もてぎ まち

2022 年 11 月 18 日　栃木県・茂木町
午前 6 時 31 分〜午前 8 時 11 分

太陽

もてぎまち

山や樹木がなければ、茂木町の 11 月 18 日の日の出は午前 6 時 19 分です。
じこく さんしょう

（日の出時刻は、天体 simulation を参照）

せいざはやみばん

星座早見板に、太陽は書いてありません。
こうどう

（黄道の線の上に 11/1、11/15 と 1 日と 15 日の位置が書いてあるものもあ
ります。）

たいよう ひ で

太陽　日の出

１
１
月
１
８
日
の
日
の
出 

↓

90°

6 月
↓

7 月
↓

8 月
↓

9 月
↓

10 月
↓



東

南シグマ 8mm F22
EOS-5DⅡ　1/160秒　ISO:100

北

西

2022 年 11 月 18 日
午前 11 時 24 分

とちぎ もてぎ まち

栃木県 茂木町

北緯 36.5° 東経 140.2°11 月の星空　恒星
なんちゅう

太陽の南中

180°

←  11 月の太陽南中

←   6 月の太陽南中
←   7 月の太陽南中

0°

90° 270°

南中時刻はパソコンの
さんしょう

天体 simulation を参照

←   8 月の太陽南中

←   9 月の太陽南中

←   10 月の太陽南中

天体 simulation では
南中高度は 34°です。



西

とちぎ もてぎ まち

2022 年 11 月 18 日　栃木県・茂木町
午後 2 時 33 分〜午後 3 時 53 分

太陽

こうせい

11 月の星空　恒星

もてぎまち

山がなければ、茂木町の 11 月 18 日の日の入りは、
さんしょう

午後 4 時 29 分です。（日の入り時刻は天体 simulation 参照）

せいざはやみばん

星座早見板に、太陽は書いてありません。
こうどう

（黄道の線の上に11/1、11/15と1日と15日の位置が書い
てあるものもあります。）

ひ い

太陽　日の入り

270°

↑
6 月

↑
7 月

↑
8 月

↑
9 月

↑ 

１
１
月
１
８
日
の
日
の
入
り

↑
10 月



たいよう

11 月の星空　太陽

2022年 11月18日
午後 0 時 44 分

2022年 11月18日
午後 0 時 20 分

たいよう こうきゅう

太陽の光球
たいよう さいそう

太陽の彩層

こうえん

紅炎
（プロミネンス）↑

たいよう かんさつ きけん

太陽の観察は危険です。あぶないです。
ぼうえんきょう そうがんきょう しつめい

自分の望遠鏡や双眼鏡で見てはいけません。失明します。
せんせい てんもんだい せんもんか おし

学校の先生や、天文台の専門家に教えてもらいましょう。

光球：かがやいて見える太陽の表面　6000℃の温度
黒点：光球で黒く見える部分で温度が 4000℃と低い

彩層：光球の上にあるうすい層

紅炎（プロミネンス）：彩層からつき出た炎のようなもの　特別な望遠鏡で観察可能

太陽は小さく見えますが、太陽の直径上に
地球が 109 個並ぶ大きさです。

↓

↑

↑

こくてん

黒点
↓

↓



えいせい

11 月の星空　衛星

かいきげっしょく

皆既月食

2022 年 11 月 8 日
午後 8 時 19 分
とちぎ もてぎ

栃木県・茂木町

11 月 8 日は皆既月食でした。
皆既月食の間は星空がよく見えます。
見かけの上では、月と「すばる」がほ
ぼ同じ大きさです。
撮影中、タヌキ 3 匹が近くまで寄って
きました。イノシシでは困ります。東

皆
既
月
食
の
月 

↓

← すばる

皆既月食の月



えいせい

11 月の星空　衛星
かいきげっしょく てんのうせいしょく

皆既月食と天王星食

2022 年 11 月 8 日
午後 8 時 43 分
とちぎ もてぎ

栃木県・茂木町

20：18 20：28 20：38 21：30

天
王
星 

↓

天
王
星 

↓ ↑ 

天
王
星

↑ 

天
王
星

↑ 

天
王
星

星空は東から西に動いて見えますが、
地球を公転する月は、少しずつ東に動
き天王星をかくしました。



えいせい

11 月の星空　衛星
かいきげっしょく

皆既月食

とちぎ もてぎ

2022 年 11 月 8 日　栃木県・茂木町
午後 5 時 39 分〜午後 9 時 27 分

火
星 

↓

↑ 

木
星

↑ 

カ
ペ
ラ

月 

↓
← 17：39

← 21：27

東

18：00 18：28 18：58 19：28 20：02 20：28 20：58 21：28 21：58



かげん

下弦の月が沈んでいきます。

えいせい

11 月の星空　衛星
かげん つき

下弦の月

とちぎ もてぎ まち

2022 年 11 月 16 日　栃木県・茂木町
午前 9 時 55 分〜午前 11 時 00 分

← 下弦の月

げん

月の弦

← 9：55

← 10：55西



2022年11月18日
午後 9 時 30 分
とちぎ もてぎ まち

栃木県・茂木町

わくせい

11 月の星空　惑星
かせい

火星

東

オリオン座

ふたご座

火
星 

↓

おうし座

午後 9 時 30 分、火星が東の夜空高く
のぼ

まで昇ったので、星団・銀河を撮影す
る望遠鏡から、惑星を撮影する望遠鏡
に交換して、火星を撮影しました。
季節風の影響で火星が少しゆらめいて
見え、くっきりとは写りません。

かせい

火星



2022年11月12日
午後 6 時 35 分
とちぎ もてぎ まち

栃木県・茂木町

わくせい

11 月の星空　惑星

↑ 

木
星

↑ 

土
星

もくせい どせい

木星・土星

アルタイル →

← フォーマルハウト

日中は 20℃と暖かく、上空の季節風が弱いのか、望遠鏡
で見る惑星はくっきりと見えました。

うお座

みずがめ座

やぎ座

みなみのうお座

どせい

土星もくせい

木星

南



こうくううちゅうきょく

NASA（アメリカ航空宇宙局）の website に、
けいさい

太陽観測機SOHOの写真が掲載されています。
太陽が、どの星座の方向に見えるのか、調べる
ことができます。
SOHO/LASCO の画像から、11 月末に太陽は

「さそり座」に見えることがわかります。

さそり座

11 月の星空
こうどう

　黄道 12 星座と太陽

9月下旬に南西の空に沈むさそり座は、11月末には太陽と同じ方角
となって見えません。

たいようかんそくき たいき

SOHO（太陽観測機）は、地球の大気がない宇宙で観測しているた
こうせい

め、太陽を物でかざせば星座の恒星を見ることができます。
が ぞう たいようかんそくき

左の画像は、太陽観測機の LASCO という測定装置でさそり座の
アクラブ、ジュバ、ファン、アルニヤト、アンタレスを撮影したも
のです。

2022 年 9 月 25 日
午後 7 時 10 分
とちぎ もてぎ まち

栃木県・茂木町

太陽
太陽をおおう物 →

ささ

太陽をおおう物の支え→

コロナの流線

（2020 年・2021 年・2022 年の
SOHO/LASCO-C3 の 11 月 30 日
画像、及び前後数日の画像とVoy-
ager Ⅲ・ステラナビゲータ 11 を
使って調べました。）

SOHO/LASCO-C3（NASA ＆ ESA）

ア
ン
タ
レ
ス 

↓

← アクラブ

さそり座

南西

← ジュバ

← アクラブ

← ファン

↑ 

ア
ル
ニ
ヤ
ト

← ジュバ

← ファン
↑ 

ア
ン
タ
レ
ス

↑ 

ア
ル
ニ
ヤ
ト

URL　soho.nascom.nasa.gov



こうどう

11 月の星空　黄道 12 星座

おうし座

2022 年 11 月 27 日
午後 11 時 50 分
とちぎ もてぎ まち

栃木県・茂木町

11 月下旬の夜中に、黄道 12 星座の
なんちゅう

「おうし座」が南中しました。
たいかく

空の高いところに見えるので、対角
ぎょがん

魚眼レンズで写しました。

おうし座

オリオン座

← すばる

くじら座

おひつじ座

南「おうし座」の星座線はステラナビゲータ 11 を参照しました。

火星 →

アルデバラン →

木星 →



11 月の星空

冬の大三角

のぼ

「冬の大三角」が東に昇ってきました。

ぎょしゃ座

おうし座

東
2022 年 11 月 18 日
午後 10 時 3 分
とちぎ もてぎ まち

栃木県・茂木町

オリオン座

ふたご座

火
星 

↓

ベテルギウス →

プロキオン → ← シリウス



11 月の星空
さんこうせいうん

冬の大三角と散光星雲

2022 年 11 月 18 日
午後 10 時 13 分
とちぎ もてぎ まち

栃木県・茂木町

ぎょしゃ座

おうし座

オリオン座

ふたご座 ベテルギウス →

プロキオン →
← シリウス

火
星 

↓

↑ 

オ
リ
オ
ン
星
雲

オリオン星雲 →

メシエ

M 42

冬の大三角を改造したカメラで
撮影しました。オリオン星雲や
他の散光星雲が写りました。

東



11 月の星空　北の星空

2022 年 11 月 18 日
午後 8 時 15 分
とちぎ もてぎ まち

栃木県・茂木町

← 北極星

カシオペヤ座

アンドロメダ銀河 →

北

11 月中旬の午後 8 時ころ、北の星空
にはアンドロメダ銀河や二重星団、北
東にプレアデス星団（すばる）が見え
ました。

ペルセウス座

カペラ →
ぎょしゃ座

星団・銀河 すばる →

（プレアデス星団）

二重星団

↑

天の川銀河



11 月の星空　北の星空

2022 年 11 月 18 日
午後 8 時 53 分
とちぎ もてぎ まち

栃木県・茂木町

さんかいせいだん

球状星団ほど密ではない星団を散開星団と呼
ぶそうです。
二重星団は、カシオペヤ座とペルセウス座の
間にモヤッと小さく見えます。7 倍〜 10 倍の
双眼鏡で 2 つの散開星団として見えます。

にじゅうせいだん

二重星団

NGC 869
NGC 884



11 月の星空　北の星空

2022 年 11 月 18 日
午後 9 時 6 分
とちぎ もてぎ まち

栃木県・茂木町

プレアデス星団

2022 年 11 月 18 日
午後 8 時 7 分
とちぎ もてぎ まち

栃木県・茂木町

おうし座の「すばる」は、プレアデス星団
と呼ばれます。
目で見ると 6 個の星に見えますが、さらに
多くの恒星が集まった星団であるそうです。

すばる →
（プレアデス星団）

おうし座

← アルデバラン
火
星 

↓

カペラ →

ぎょしゃ座

プレアデス星団　（すばる）

メシエ

M 45



11 月の星空　天の川銀河の外の銀河

ぎんが

アンドロメダ銀河

2022 年 11 月 18 日
午後 9 時 3 分
とちぎ もてぎ まち

栃木県・茂木町

2022 年 11 月 18 日
午後 9 時 4 分
とちぎ もてぎ まち

栃木県・茂木町

11 月は湿気も減り、望遠鏡への結露も少なめです。
ほぼま上に見えるアンドロメダ銀河を撮影しました。
左の写真は 30 秒撮影したものです。
右のこの写真は 2 倍の 60 秒撮影したため、明るい夜空に
アンドロメダ銀河がうもれてしまいました。

メシエ

M 31



ひょうこう ぎんが

標高 1500m で撮影したアンドロメダ銀河

2016 年 10 月 24 日
午後 10 時 12 分
とちぎ

栃木県・田代山林道 県境

田代山林道の福島・栃木県境付近は
標高 1500m です。ここは暗くて湿
気も少なく、星空を見るにはよい場
所です。
アンドロメダ銀河を 120 秒撮影し
ました。夜空が明るくなりました
が、アンドロメダ銀河の姿はわかり
ます。
帰りの林道では、シカ・テン・クマ
を見かけました。
田代山林道は、大雨・台風による土
砂崩れなどのため、2017 年 10 月
から 2022 年現在まで、栃木県側が
通行止めです。
開通が待ち遠しいです。



「11 月 10 日 午後 9 時　全体の星空」
なるべく晴天の月のない夜空を撮影するため
撮影期日：10 月 26 日　午後 9 時 52 分
カメラ：キヤノン EOS-5D Ⅱ　ISO:6400　30 秒
　　　　クリップフレームソフトフィルター
レンズ：シグマ 8mmF4 開放
水準器：カメラをま上向きで水平の確認
三脚 +KDS 経緯台でカメラを北に傾け水平にする
ブロック：1 年間同じ場所から撮影する

星座早見板：大和科学教材研究所の星座早見板

「11 月 10 日 午後 9 時　南の星空」
撮影期日：10 月 26 日　午後 9 時 52 分
カメラ：キヤノン EOS-5D Ⅱ　ISO:6400　30 秒
　　　　クリップフレームソフトフィルター
レンズ：OM ZUIKO 16mmF3.5 → F5.6 に絞る
三脚：自由雲台でカメラを東西南北に向けて撮影
外付けビューファインダー：Voigtlander 15mm
埋め込みブロック：1 年間同じ場所から撮影する

茂木町の星空・11 月の星空
　　　　使用機材・撮影データ

茂木町（東経 140°）の 11 月 10 日 21：00
に見える星空に修正してあります。
21：00 は東経 135°の明石の時刻です。
140°の茂木町の時刻も21：00ですが、見え
る星空は星座早見板の 21：20 の星空です。

「11 月 18 日　日の出」
カメラ：キヤノン EOS-5D Ⅱ　ISO:100 1/500 秒
タイマーレリーズ：4 分間隔で 2 時間超撮影
レンズ：OM ZUIKO 18mmF3.5 → F16 に絞る
　　　　ND400 フィルタをつけて撮影
水準器：カメラ水平・東
SiriusComp：東の景色と ND400 太陽画像を合成
埋め込みブロック：1 年間同じ場所から撮影する

「11 月 18 日　太陽の南中」　　11：25
カメラ：キヤノン EOS-5D Ⅱ  ISO:100  1/100 秒
レンズ：シグマ 8mmF4 → F22 に絞る
水準器：カメラをま上向きで水平の確認
三脚 +KDS 経緯台でカメラを北に傾け水平にする
埋め込みブロック：1 年間同じ場所から撮影する

「11 月 18 日　日の入り」
カメラ：キヤノン EOS-5D Ⅱ　ISO:100 1/500 秒
タイマーレリーズ：4 分間隔で 2 時間超撮影
レンズ：OM ZUIKO 18mmF3.5 → F16 に絞る
　　　　ND400 フィルタをつけて撮影
水準器：カメラ水平・西
SiriusComp：西の景色と ND400 太陽画像を合成
埋め込みブロック：1 年間同じ場所から撮影する

「11 月 18 日　太陽の光球・彩層」
望遠鏡：光球　減光フィルタ：IDAS  D5.2
　　　　　　　タカハシ FC-76　テレプラス
　　　　彩層　ラント LS60TH α +50TH α
                          カサイ Sv32mm 拡大
赤道儀：タカハシ EM-10b
カメラ：光球　オリンパス E-620
　　　　　　　ISO:800　1/800 秒
　　　　彩層　オリンパス E-410
　　　　　　　ISO:800　1/2 秒
　　　　　　　アングルファインダ2倍拡大で合焦

撮影に持参する機材（撮影機材以外）
・モニタールーペ：カメラの液晶画面を確認する
・ヘッドライト
・時計：太陽光電池 + 電波時計
・夜空の測定：スカイクオリティメーター SQM-L
・レコーダ：Voice Trek　夜空の測定値を録音
・方位磁針：コンパスグラス
・携帯電話：iPhone　方位、天体simulationアプリ

・・



タオルで
結露防止

「皆既月食」　2022 年 11 月 8 日
カメラ：キヤノン EOS-5D Ⅱ　ISO:800　1/10 秒
                                            　　 皆既月食中は 2 秒
レンズ：OM ZUIKO 18mmF3.5 → F5.6 に絞る
タイマーレリーズ：撮影間隔 4 分
レンズヒーター + 携帯バッテリー　
SiriusComp：画像明合成

「11 月　下弦 月の入り」　2022 年 11 月 16 日
　　　　　　　　　　　　9：55 〜 11：00
望遠鏡：タカハシ FC-76+ 回転装置　テレプラス
　　　　　　　　　　　　+PL フィルター
赤道儀：タカハシ EM-10b
電源：ポータブルバッテリ SG-1000
カメラ：EOSkissX7i  ISO:800  1/80 秒  2 秒遅延

「11 月　おうし座南中」 2022年 11 月 28 日
カメラ：EOS-5D Ⅱ　ISO:6400　30 秒
　　　　クリップフレームソフトフィルター
外付けビューファインダー：Voigtlander 15mm
レンズ：OM ZUIKO 16mm　F5.6
三脚　KDS 経緯台

「11 月　火星」　2022 年 11 月 18 日　21：30
望遠鏡：タカハシμ 180+ 接眼ユニット　PJ-11
赤道儀：タカハシ EM-10b　バッテリ SG-1000
カメラ：EOSkissX7i　ISO:800　1/4秒　2秒遅延

「皆既月食と天王星食」　2022 年 11 月 8 日
望遠鏡：タカハシ FC-76+ 回転装置　 テレプラス
赤道儀：タカハシ EM-10b　バッテリ SG-1000
カメラ：EOSkissX7i　3 秒  ISO:800　2 秒遅延

「11 月　木星・土星」　2022 年 11 月 12 日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　18：35
カメラ：EOS-5D Ⅱ　ISO:6400　10 秒露光
                     クリップフレームソフトフィルター
外付けビューファインダー：Voigtlander 15mm
レンズ：Samyang 14mmF2.8　∞位置　1.5m
望遠鏡：タカハシμ 180+ 接眼ユニット +PJ-11
赤道儀：タカハシ EM-10b　バッテリ SG-1000
カメラ：キャノンEOSkissX7i　ISO:800　23：00
　　　　木星　1/3 秒　土星　4 秒　2 秒遅延

「11 月　二重星団」 2022 年 11 月 18 日  20：53
望遠鏡：タカハシε 130
赤道儀：タカハシ EM-10b　バッテリ SG-1000
カメラ：EOS-5D Ⅱ　ISO:6400　20 秒

・・

・・

「11 月 冬の大三角」 2022 年 11 月 18 日 20：13
カメラ：EOS-5D Ⅱ改造 +LPS-D2 MFF+Lee3
　　　　　　　　　　　　　　　ISO:6400　30秒
外付けビューファインダー：Voigtlander 15mm
レンズ：Samyang 14mmF2.8　∞位置　0.5m
小型赤道儀：スカイグラフ　単 3 × 8 本 12V

「オリオン星雲」　2022 年 11 月 18 日 20：21
カメラ：EOSkissX7 改造 +LPS-V4 MFA　30 秒
　　　ホットシューに正立ファインダ  ISO:6400
レンズ：OM ZUIKO  180mmF2.8 　∞調整
小型赤道儀：スカイグラフ　単 3 × 8 本 12V

・・


